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下
市
の
名
は
、
中
世
以
降
、
多
く
の

人
や
物
が
集
ま
り
、
行
き
交
う
市
場
町

と
し
て
栄
え
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
裏
付
に
、

日
本
最
初
の
商
業
手
形
が
発
行
さ
れ
た

の
が
、
わ
が
ま
ち
下
市
町
で
あ
り
、
そ

の
「
下
市
札
」
は
今
で
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
代
地
方
自
治
制
度
に
よ
る
市
町
村

制
の
施
行
に
よ
り
、
明
治
22
年
、
11
の

大
字
を
統
合
し
新
た
な
下
市
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
の
明
治
23
年
４

月
１
日
に
町
制
を
施
行
し
下
市
町
と
な

り
、
そ
の
後
昭
和
31
年
、
町
村
合
併
促

進
法
に
よ
り
秋
野
村
・
丹
生
村
と
統
合

し
、
現
在
の
下
市
町
と
な
り
ま
し
た
。

特集

町
名
の
由
来

下
市
町
誕
生

祝 下市町制施行１２０周年記念式典
人が元気 町が元気 未来へはばたく下市町を目指して

式典Photo

田野瀬衆議院議員の祝辞 　本町議会議長の挨拶 来賓を出迎える東町長
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ま
ち
の
玄
関
口
と
言
え
ば「
千
石
橋
」

帰
宅
の
際
こ
の
千
石
橋
が
見
え
る
と
誰

も
が
安
堵
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
…
…
千
石
橋
の
名
の
由
来
は
、
千

石
の
米
が
橋
を
渡
り
、
生
活
を
支
え
た

事
か
ら
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

明
治
25
年
に
、
旧
千
石
橋
が
完
成
、

現
在
の
千
石
橋
は
昭
和
38
年
に
架
け
替

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

に
町
歌
の
額
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
制
施
行
１
２
０
周
年
に

あ
た
り
、
中
本
康
行
副
町
長
が
実
の
兄

で
書
作
家
の
中
本
鳳
洲
さ
ん
に
揮
毫
し

て
い
た
だ
き
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
本
鳳
洲
さ
ん
は
、
日
展
入
選
書
作

家
で
日
本
書
芸
院
参
与
な
ど
の
要
職
も

努
め
ら
れ
る
な
ど
、
現
在
も
書
壇
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
迎
え
、
新

た
な
歴
史
を
築
き
上
げ
る
価
値
あ
る
年

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
行
政
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
社
会
と
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
、
ま
た
創

動
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
祈
念
す
べ
き
年
を
契
機
と

し
て
、
皆
様
と
と
も
に
、
長
い
歴
史
を

か
み
し
め
豊
か
な
自
然
、
優
れ
た
先
人

に
よ
り
育
ま
れ
た
文
化
や
伝
統
を
見
つ

め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
人
が
元
気
、

ま
ち
が
元
気
、
未
来
へ
は
ば
た
く
下
市

町
を
目
指
し
、「
清
流
と
と
も
に
１
２

０
年　

み
ん
な
で
つ
か
も
う　

明
日
の

輝
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
人
情
豊

か
な
、
山
紫
水
明
の
地
に
相
応
し
い
、

本
町
の
未
来
へ
向
か
っ
て
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

菊
花
薫
る
清
福
の
11
月
７
日
、
町
制

施
行
１
２
０
周
年
記
念
式
典
が
、
窪
田

副
知
事
を
は
じ
め
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
、
近
隣
市
町
村
長
な
ど
多
数
の
来

賓
が
出
席
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
下
市
町
の
あ
ゆ
み
が
映
像
で

紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
下
市
中
学
校
コ
ー

ラ
ス
部
の
合
唱
で
さ
わ
や
か
に
開
式
し
、

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
で
閉
式
し
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て

企
画
制
作
さ
れ
た
、
下
市
町
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
せ
ん
と
く

ん
』
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
ち
の
玄
関
口

町
歌
寄
贈
額
の
除
幕
式

町
長
式
辞

記
念
式
典
（
第
一
部
）

ご
ん
た
く
ん
を
Ｐ
Ｒ

式典Photo

町歌寄贈額の除幕 大西衆議院議員の祝辞 ごんたくん・せんとくんと初対面
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午
後
か
ら
は
記
念
式
典
（
第
二
部
）

と
し
て
、県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財『
太

古
踊
り
』
や
、
下
市
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
演
奏
や
合
唱
、
そ
し
て
演
技
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

踊
り
は
、
雨
乞
い
の
芸
能
と
し
て
、

丹
生
・
長
谷
・
谷
の
３
大
字
に
伝
わ
る

も
の
で
す
。
地
区
の
少
子
高
齢
化
が
進

み
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
初
め
て
地
区
外
か
ら
の
踊
り
手
が

加
わ
り
、
10
年
ぶ
り
に
復
活
し
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

披
露
を
終
え
た
あ
と
の
踊
り
手
34
名

か
ら
は
、
達
成
感
と
安
堵
の
表
情
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
丹
生
太
古
踊
り
保
存

会
の
今
西 

稔
会
長
は
「
最
高
の
出
来
、

ほ
っ
と
し
た
」
ま
た
川
合
隆
次
長
谷
区

長
は
「
責
任
が
果
た
せ
た
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
（
第
二
部
）

無
形
民
俗
文
化
財
「
太
古
踊
り
」

『
最
高
の
出
来
』
と

   

胸
を
撫
で
下
ろ
す
保
存
会

また機会があれば
　　　踊りたいです。

丹生太古踊り10年ぶり復活

おじいちゃんと一緒に
踊れて楽しかったです

県
指
定

今西　稔会長

川合隆次区長
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ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
、
ご
主
人
に
薦
め
ら
れ
た

１
冊
の
本
。
こ
の
本
と
出
合
い
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち
、
子
育
て

を
し
な
が
ら
大
阪
の
教
室
ま
で
通
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
39
年
に
教
室
を
開
い
て
か
ら
45

年
間
、
現
在
も
、
公
益
社
団
法
人
日
本

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会（
Ｎ
Ｆ
Ｄ
） 

公
認
ス
ク
ー
ル
の
主
宰
と
し
て
県
内
外

か
ら
来
る
生
徒
の
指
導
に
あ

た
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
菊
田
さ
ん
は
、

「
歳
に
な
る
と
こ
ん
な
章
が

い
た
だ
け
る
の
ね
。
面
は
ゆ

い
け
ど
、
光
栄
で
す
」
と
照

れ
な
が
ら
ほ
ほ
笑
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

幸
町
に
お
住
ま
い
の
菊
田
敬
子
さ
ん

（
73
）
が
、「
現
在
の
名
工
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。「
現
在
の
名
工
」
と
は
卓
越

し
た
技
能
を
も
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人

者
と
目
さ
れ
て
い
る
技
能
者
を
選
定

し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　

菊
田
さ
ん
は
、
国
家
資
格
の
一
級
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士
と
し
て
、
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
と
、後
進
の
指
導
、

卓
越
し
た
技
能
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ

　

女
子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
京
都
ア
ス
ト

ド
リ
ー
ム
ス
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
下

市
町
出
身
の
梅
本
由
紀
さ
ん
（
24
）
が
、

第
一
回
「
あ
し
た
の
な
ら
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
し
た
の
な
ら
表
彰
は
、
奈
良
の
Ｐ

Ｒ
や
魅
力
向
上
に
大
い
に
寄
与
す
る
活

動
や
、
県
民
に
元
気
や
感
動
を
与
え
た

個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

梅
本
さ
ん
は
、「
私
の
プ
レ
ー
で
、

感
動
を
与
え
ら
れ
た
り
奈
良
を
Ｐ
Ｒ
し

た
り
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
第
８
回
町
議
会（
臨
時
会
）

は
、
11
月
10
日
（
会
期
１
日
）
に
開
か

れ
、
下
市
町
し
尿
処
理
施
設
改
造
工
事

に
係
る
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
上

程
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
　
案

▼
下
市
町
し
尿
処
理
施
設
改
造
工
事
に

係
る
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

下
市
町
し
尿
処
理
施
設
改
造
工
事
に

係
る
請
負
契
約
の
変
更
を
行
う
た
め
議

会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。
今
回
の
変

更
契
約
は
、
７
６
７
万
７
千
６
０
０
円

を
増
額
し
、
変
更
後
の
請
負
金
額
を
４

億
２
千
９
７
７
万
７
千
６
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

平
成
22
年
第
８
回

　

 

町
議
会
（
臨
時
会
）

議
会
だ
よ
り

『あしたのなら表彰』受賞

現
在
の
名
工
に
選
ば
れ
る

荒井知事から表彰を受けた梅本由紀さん
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功
績
を
た
た
え
て

●
吉
本　

眞
也
（
堀
毛
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
交
通
安
全
協
会

長
お
よ
び
交
通
安
全
少
年
団
長
と
し

て
、
常
に
交
通
安
全
行
事
の
中
心
的
な

存
在
と
な
り
、
少
年
団
員
の
指
導
を
は

じ
め
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

●
植
田　

み
え
子
（
原
谷
）

　

18
年
間
保
護
司
と
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
は
じ
め
、
犯
罪
者
の
立
ち

直
り
の
援
助
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
犯

罪
や
非
行
の
予
防
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
な
ど
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

●
仲
川　

俊
二
（
大
阪
府
）

　

仲
川　

雄
規
（
大
阪
府
）

　

町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
（
宅

地
）
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
故
）
福
谷　

政
代
（
本
町
）

　

平
成
19
年
か
ら
ご
逝
去
さ
れ
る
ま

で
民
生
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）

●
羽
山　

良
成
（
小
路
）

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
退
職
さ
れ
る

平
成
22
年
３
月
ま
で
、
町
立
阿
知
賀
小

学
校
長
と
し
て
、
教
育
経
験
を
活
か
し

学
校
経
営
の
推
進
と
教
育
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

●
藤
井　

勉
（
新
住
）

　

昭
和
60
年
９
月
か
ら
平
成
22
年
３

月
ま
で
の
間
、
25
年
の
長
き
に
わ
た
り

文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
、
文
化
財
の

保
護
研
究
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
故
）
樋
口　

昌
德
（
阿
知
賀
）

　

昭
和
57
年
９
月
か
ら
平
成
22
年
４

月
ま
で
の
間
、
28
年
の
長
き
に
わ
た
り

文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
、
文
化
財
の

保
護
研
究
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
ほ
か
、
町
交
通
安
全
協
会
女
性
部
長

を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

●
谷
車　

眞
澄
（
新
住
）

　

下
市
小
学
校
に
校
歌
の
額
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

町
政
功
労
者

教
育
功
労
者

［
表
彰
状
］

［
表
彰
状
］

［
感
謝
状
］

　文化の日の 11月３日、町政・教育功労者表彰式が行われ、町政の発展と振

興に力を尽くされた皆さんに表彰状及び感謝状が贈られたほか、町制１２０周

年記念表彰が行われました。（敬称略・順不同）

6　
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●
吉
本　

恋　

（
堀　

毛
）

●
西
本　

千
紗
（
阿
知
賀
）

●
北
谷　

壽
朗
（
平　

原
）

　

町
制
１
２
０
周
年
を
迎
え
、
下
市
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご
ん
た

く
ん
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
部
に
応
募
さ
れ

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

●
前
垣　

祥
子
（
栃
原
）

　

町
制
１
２
０
周
年
を
迎
え
、
下
市
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご
ん
た

く
ん
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
部
に

応
募
さ
れ
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

●
松
谷　

一
二
三
（
田
中
）

　

下
市
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ご
ん
た
く
ん
」
の
誕
生
に
際
し
、
手

製
の
桶
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
制
１
２
０
周
年
記
念

［
表
彰
状
］

［
感
謝
状
］

第23回『芸能発表大会』 第 47回『町展』

　１１月３日、芸能発表大会が下市観光文化

センターで開催されました。

　会場は、この発表会を楽しみにしていた人々

でいっぱいになり、大正琴や民舞・民謡やダ

ンスなどの演目が次々に披露され、プロ顔負

けの演技や歌の数々に客席から盛んな拍手が

送られました。

　１０月３０日・３１日の２日間、町展が総
合体育館で開かれました。
　今年は、町制施行１２０周年を記念して、
町制施行前後５０年史や町の発展を支えた商
工業についての特別展が行われ、懐かしい写
真や貴重な資料が展示されたほか、絵画や書
道をはじめ、手芸や生花などの作品１５７３
点が出品されました。
　会場を訪れた皆さんは、完成度の高い芸術
作品に感嘆され、１点ずつ熱心に鑑賞されて
いました。

■特別展を見入る来館者
■プロ顔負けの演技や歌の数々

　

デ
ザ
イ
ン
の
部
受
賞
者
の
声

　

私
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
『
ご
ん

た
く
ん
』
が
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て

頂
け
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
い

ろ
ん
な
場
所
で
長
く
活
躍
し
愛
さ
れ

る
ご
ん
た
く
ん
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。



8

 文化講演会

10/22

11/6

11/10～ 12

11/13

男
性
だ
っ
て

料
理
の
時
代

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
番
組
に

 

健
康
長
寿
の
６
名
が
出
演
　

 

職
場
体
験
学
習

～
肌
や
体
で
感
じ
る
学
習
を
～
　

 文化講演会

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
（
会
長　

水
本
恭
子
）
主

催
に
よ
る『
男
性
料
理
教
室
』

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
料
理
を
通

し
て
体
に
良
い
食
事
を
意
識

し
て
も
ら
い
た
い
と
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

教
室
に
参
加
し
た
９
名
の

男
性
は
、「
一
人
の
時
、
一

品
で
も
作
り
立
て
の
温
か
い

料
理
を
、
美
味
し
く
食
べ
た

い
」
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教

育
番
組「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
の
公
開

録
画
が
、
下
市
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
元
気
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
平
原
の
稲
葉
ヤ
ス

ノ
さ
ん
、
阿
知
賀
の
鍵
本
智
さ

ん
、
栄
町
の
大
西
康
弘
さ
ん
、

広
橋
の
山
内
弘
子
さ
ん
、
阿
知

　

社
会
の
き
ま
り
や
仕
事
の
大

切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
下
市
中
学

校
の
２
年
生
66
名
が
「
職
場
体

験
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。
職

場
体
験
学
習
は
、
消
防
署
や
幼

稚
園
、
Ａ
コ
ー
プ
下
市
店
や
山

崎
に
あ
る
お
け
常
な
ど
22
か
所

の
事
業
所
で
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
し
も
い

ち
テ
レ
ビ
）
に
も
、
２
名
の
生

徒
が
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

原
稿
の
作
成
や
編
集
に
携
わ
り
、

職
場
体
験
の
話
題
を
製
作
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
３
日
間

の
貴
重
な
体
験
を
と
お
し
て
仕

事
の
苦
労
や
働
く
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

文
化
講
演
会
が
下
市
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
会
で
は
、
文
化
連
盟

会
長　

菊
田
仁
郎
さ
ん
に
よ

賀
の
川
北
麗
子
さ
ん
、
そ
し
て

善
城
の
上
田
増
次
さ
ん
の
６
名

が
、
若
返
り
簡
単
体
操
の
生
徒

と
し
て
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦

子
さ
ん
が
、
乳
が
ん
を
克
服
し

た
体
験
談
を
講
演
し
、
参
加
し

た
観
覧
者
の
笑
い
と
涙
を
誘
う

収
録
と
な
り
ま
し
た
。

り
、『
町
制
施
行
の
頃
の
下

市
』
と
題
し
、
江
戸
末
期
か

ら
明
治
末
期
の
下
市
の
歴
史

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
級
フ
ラ
ワ
ー
装

飾
技
能
士
で
も
あ
る
菊
田
さ

ん
は
、
歴
史
が
苦
手
な
方
に

も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
作
り

な
が
ら
、
そ
の
歴
史
に
つ
い

て
も
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

しもいちの話題
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ほ
け
ん
年
金
課

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
中
吉
野
消
防
組
合

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
製
の
エ
ア
ゾ
ー
ル

式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
破
裂
に
よ
り
容
器
の
破
片
や
消
火
薬

剤
が
飛
び
散
る
こ
と
で
ケ
ガ
を
す
る
な
ど
、

重
大
な
人
身
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。
年
末
の
大
掃
除
や
片

付
け
の
際
、
も
し
あ
な
た
の
家
に
対
象
製
品

が
あ
っ
た
場
合
、
製
品
に
触
れ
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ＨＩＶ・エイズに関する正しい知識・予防法・
対処法を身に付けましょう。
心あたりのある方は、すぐに保健所へ行き、検
査を受けましょう。検査は、匿名・無料で受け
ることができます。

【連絡先・問い合わせ】
ヤマトプロテック株式会社
　土・日・祝日を除く平日９時～１７時
　　☎　０１２０－８０１－０８４
　夜間（平日１７時以降）及び土・日・祝日
　　☎　０７２－３６１－２１０１
　ホームページ：http://www.yamatoprotec.co.jp/

または
中吉野広域消防組合消防本部・下市消防署
火事・救急は１１９
住宅用火災警報器設置相談窓口　
　☎　５２－２２９９
ホームページ：http://www.nakayoshino.or.jp/

１２月１日は
世界エイズデーです。

事　業　名 日　　　時 対象者・内容等
B C G 予 防 接 種 １２月３日（金） 午後１時45分～2時受付 平成22年8月1日～平成22年8月31日生
ポ リ オ 予 防 接 種 １２月３日（金） 午後2時～2時15分受付 平成22年1月1日～平成22年6月30日生

子 育 て 教 室 １２月８日（水） 午前10時～正午 4歳までの幼児およびその保護者
内容：リース作り

ＨＩＶ抗体検査の受け方
①感染の可能性があった日から、12 週間以上経過するのを待つ

②保健所に電話で「HIV 抗体検査を希望」と伝え、日時を予約する

③保健所で検査を受ける

④指定日（約２週間後）に保健所に出向き、結果を聞く

健康スケジュール

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち

感
染
拡
大
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】ほけん年金課　　☎　５２－０００１（代）　ＩＰ　６８－９０６５（直通）

場所／保健センター

エアゾール式簡易消火
器具の破裂事故に注意！

あなたの家にありませんか
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元
気
塾
開
催
の
ご
案
内

 

介
護
保
険
事
業
計
画

    

策
定
委
員
会
委
員
の
募
集

12 月は 11 月に引き続き
「市町村税・県税の一斉滞納
整理強化期間」です

下市町営住宅から暴力団員排除

　この期間、市町村・県では税の公平・公正

を確保し、納税者の信頼を守るため、差押等

を始めとした滞納整理を強化し、かつ集中的

に取り組みます。

　参加団体

　　　県内全市町村および県（県税事務所）

　公営住宅から暴力団員を排除することを目的に

中吉野警察署長と下市町長が「下市町営住宅から

の暴力団員排除に関する協定書」を締結しました。

これは、平成１９年４月に東京都営住宅で発生し

た暴力団員の立てこもり発砲事件を教訓として、

国土交通省と警察庁が公営住宅からの暴力団員排

除の通知をし、全国各地に広がっているものです。

　町は暴力団員が町営住宅に入居できないよう町

営住宅管理条例を改正し、１０月１日からの施行

に合わせて協定を締結しました。この協定により

町は同署に暴力団員であるかどうかの照会をし、

必要な情報提供を受けるなど、暴力団員排除の連

携を強化します。
許しません！滞納

　
今
以
上
に
若
々
し
く
活
き
活
き
と
地

域
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

し
て
い
る
運
動
を
中
心
と
し
た
教
室
で

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

 

高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
施
策
や
介

護
保
険
事
業
に
関
す
る
計
画
に
つ
い

て
審
議
す
る
委
員
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

介護支援課・地域包括支援センター　☎ 52-0001（代）ＩＰ 68-9064（直通）

◆
日
時

　

12
月
10
日
（
金
）　

　

脳
の
活
性
を
図
ろ
う

　
　

～
脳
の
若
返
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

◆
場
所

　

下
市
温
泉
秋
津
壮

◆
講
師　

　

健
康
運
動
指
導
士 

鍵
田
忠
芳
氏

◆
時
間  

　

午
前
９
時
30
分
～ 

11
時
30
分

◆
対
象　

  

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
介
護
支
援
課
内
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。（
当
日
参
加
可
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
費
無
料

◆
公
募
人
数
・
資
格

　

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
制
度
に　

　

関
心
の
あ
る
町
民
の
方
で
、

 
・
第
２
号
被
保
険
者
代
表
１
名

　
（
満
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方
）

 

・
第
１
号
被
保
険
者
代
表
２
名

　
（
満
65
歳
以
上
の
方
）

　

※
い
ず
れ
も
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在

◆
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　

委
員
応
募
」
と
記
載
し
、
住
所
・
氏
名
・

　

連
絡
先
を
記
入
の
う
え
12
月
20
日（
月
）

　

ま
で
に
、介
護
支
援
課
へ
応
募
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

〒
６
３
８
―
８
５
１
０

　

下
市
町
大
字
下
市
１
９
６
０
番
地

　

下
市
町
役
場
介
護
支
援
課
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く
ら
し
の
情
報

12/3「人権を確かめあう町民の集い」

12/2「人権相談」について

1/10　「成人式式典」のご案内

■日時　１２月３日（金）午後１時３０分～
■場所　農村環境改善センター２階大会議室
■講師　奈良県市町村人権・同和問題
　　　　　「啓発連協」事務局長　成田　進さん
■演題　「人と人のつながりを宝に」
　　　　　～人権の今を見つめて～

１２／４～１２／１０の人権週間に合わせて、講演会を
行います。人権についての思いを新たにして頂ければ幸
いです。

■日時　１２月２日（木）　午後１時～３時
■場所　保健センター２階会議室
第62回人権週間特設人権相談を行います。

下記のとおり成人式式典を行います。新成人の方
はご出席ください。
■日時　１月１０日（月・祝）
　　　　受付　午前９時２０分～９時５０分
　　　　式典　午前１０時～１１時
　　　　記念撮影・懇親会　午前１１時～正午頃
■場所　下市観光文化センター（大ホール）
■対象　平成２年４月２日～平成３年４月１日生

※転出された方で出席を希望される場合は12/20まで
にお電話ください。

■問い合わせ　教育委員会事務局
　　　　　　　  ☎ 　５２－１７１１（代）
　　　　　　　ＩＰ　６８－９０８０（直通）

お し ら せ 納期内にお納めください

■日時　１２月１６日（木）午後１時～４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ・予約 
　　　　大淀役場人権住民課
　　　 　☎５２－５５０１（代）

12/16　吉野三町無料法律相談
〈奈良弁護士会所属弁護士による無料相談〉

１２月２７日（月）は国民健康保険税第７期納期で
す。納め忘れのないようにお納めください。また口座振
替ご利用の方は預金残高の確認をお願いします。

〈口座振替対象税・料〉
　町県民税（普通徴収）  →　税務課
　固定資産税   →　税務課
　軽自動車税   →　税務課
　国民健康保険税  →　ほけん年金課
　後期高齢者保険料（普通徴収） →　ほけん年金課
　介護保険料（普通徴収）  →　介護支援課
　住宅使用料   →　建設産業課
　保育料   →　住民福祉課

〈取り扱い金融機関〉
　南都銀行・奈良県農業協同組合
　りそな銀行・中京銀行・近畿労働金庫
　近畿２府４県のゆうちょ銀行（郵便局）
　当町納付金融機関に口座振替の依頼を申し込みされ
　ますと、納期になれば自動振替されますので、便利で
　確実に納税・納付ができます。
　口座振替を希望される方は、金融機関への届け印と共
　に上記金融機関へ「口座振替依頼書」を提出して下さ
　い。申込用紙は金融機関にあります。
　不明な点等は、上記の担当課までご連絡下さい。
■問い合わせ　下市町役場各担当課
　　　　　　　☎　５２ ‐ ０００１（代）

納税・納付には便利で安全確実な
口座振替をご利用下さい
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今月のおすすめ本
　

２
０
２
２
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。
ハ
ワ
イ
の

海
底
で
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
正
確
に
、
繰
り
返

し
歌
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ
れ
た
・
・
・
。

そ
し
て
１
０
０
年
後
の
日
本
。
不
老
不
死
の
遺
伝

子
を
巡
り
、
あ
る
少
年
の
冒
険
の
旅
が
始
ま
る
。

　

信
田
家
の
子
ど
も
た
ち
、「
ユ
イ
」、「
タ
ク
ミ
」、

「
モ
エ
」
に
は
重
大
な
秘
密
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
三

人
の
マ
マ
が
じ
つ
は
キ
ツ
ネ
で
、
キ
ツ
ネ
一
族
か

ら
ふ
し
ぎ
な
力
を
う
け
つ
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
。

シ
ノ
ダ
！
シ
リ
ー
ズ
既
刊
5
巻
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

 村上　龍　著

歌うクジラ　上・下

富安　陽子　著

チビ竜と魔法の実

社
協
だ
よ
り

　

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
～
11
月
15
日
の
期
間

に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　（

敬
称
略
）

●
叙
勲
内
祝
い
と
し
て

大
月　

良
一
（
栄　

町
）
５
万
円

●
結
婚
内
祝
い
と
し
て

大
月　

德
昭
（
栄　

町
）
５
万
円

峠　

喜
志
嗣
（
善　

城
）
５
万
円

●
供
養
と
し
て

菊
本　

誠
一
（
梨
子
堂
）
３
万
円

谷
迫　

光
訓
（
広　

橋
）
２
万
円

新
宅
喜
代
子
（
新　

住
）
２
万
円

岩
本　

知
子
（
田　

中
）
１
万
円

高
谷　

真
美
（
植　

木
）
１
万
円

相談内容 場　　所 相　談　日 時　間

行政・人権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
２階会議室
☎ 52 − 6125

	 12	月	2		日	㈭ 午後 1 時

午後 3 時
人　権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
２階会議室
☎ 52 − 6125

	 12	月	16	日	㈭

	
　1	月	20	日	㈭

〜

　

「
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
や
か
つ
て
住
ん
で

い
た
下
市
を
応
援
し
た
い
・
支
援
し
た

い
気
持
ち
を
持
つ
人
か
ら
の
ふ
る
さ
と

に
対
す
る
寄
附
金
で
あ
り
、
平
成
21
年

度
に
お
い
て
は
下
記
の
方
々
か
ら
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▼
井
上
英
隆
（
非
公
表
）
非
公
表

▼
井
上
隆
太
（
非
公
表
）
非
公
表

▼
和
田
純
幸
（
阿
知
賀
）
10
万
円

▼
大
川
浩
司
（
橿
原
市
）
10
万
円

▼
吉
井
克
彦
（
大
阪
府
）
5
万
円

▼
新
田
祐
司
（
橿
原
市
）
5
万
円

リ
サ
イ
ク
ル
の
広
橋
小
学
校

▼
井
上
義
幸
（
兵
庫
県
）
10
万
円

▼
西
河　

敦
（
大
阪
府
）
10
万
円

▼
桐
井
洋
一
（
大
阪
府
）
10
万
円

右
記
の
寄
付
者
を
は
じ
め
、
合
計
37
件

３
７
５
万
８
千
円
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま

し
た
。
な
お
、
寄
附
金
の
使
途
に
つ
き

ま
し
て
は
下
市
町
立
図
書
館
書
籍
購
入

等
々
、
平
成
22
年
度
の
事
業
に
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
寄
附
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
係

　
　
　
　

☎
�
０
０
０
１
（
代
）

　
　
　

I
P
�
９
０
６
０
（
直
通
）

下
市
ふ
る
さ
と
寄
付
金

平成23年
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学研教育出版

大きな運転席図鑑
きょうからぼくは運転手

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

図書館だより
12 月の休館日

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日〜月曜日
　　午前 9 時〜午後 5 時
★休館日の返却は１階の返却箱へ
　お返しください

　
「
ひ
こ
う
き
」
や
「
で
ん
し
ゃ
」
な
ど
の
、「
の
り

も
の
」
の
う
ん
て
ん
せ
き
を
大
き
な
写
真
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。「
う
ん
て
ん
」
の
し
か
た
や
、「
う
ん
て

ん
し
」
の
も
ち
も
の
ま
で
の
っ
て
い
ま
す
。

毎月１１日は「人権を確かめあう日」

　

図
書
館
の
本
の
購
入
費
の
一
部

は
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

下
市
町
立
図
書
館 

　
　
　

☎
�
１
７
１
１
（
代
）

　
　

I
P
�
９
０
８
０
（
直
通
）

おはなし会
12/25（土）
午後 2 時～

歌舞伎の花形 我らのエース
ごんたくんニュース

下市温泉明水館　
年末年始の休業と営業日

　町制１２０周年を記念として、下市町
マスコットキャラクター「ごんたくん」
が誕生しました．広報紙でごんたくんの
質問コーナーを設けます。質問等をお寄
せください。
★質問は、はがき・封書・ＦＡＸで
〒６３８－８５０１
下市町大字下市１９６０番地
下市町役場総務課「ごんたくん」係
　　　☎ 52 － 0001・FAX54 － 5055

年末年始休館日 
●１２月２６・２７日 
　（年末大掃除・消防訓練） 
●１２月２８日～平成２３年１月１日 

年始の営業時間
●平成２３年１月２日・３日 
　営業　午前１０時～午後６時  
　浴場  午前１０時３０分～午後６時 
　食堂  午前１１時～午後５時 
 
●平成２３年１月４日　　→休館 　 
●平成２３年１月５日から→通常営業 
●平成２３年１月１０日　→営業
●平成２３年１月１１日　→休館

下
しもなか

中　龍
りゅうと

人 ちゃん

増
ましむら

村　聖
せ い と

人 ちゃん

1 歳　男の子（山崎）

２歳　男の子（今在家）

平成21年12月29日生まれ

平成20年12月30日生まれ

パパとママより

パパとママより

はなととまなとより

龍人　初誕生おめでとう。
ゆいねえねと遊ぶの大好き
　　　元気に大きくなってね。

お兄ちゃん達と仲よく、
優しくてたくましい男の子に育ってね

せいちゃんだいすきっ!！

12月生まれのおともだち

　　　　はっぴーばーすでぃ

１月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真
を募集しています。　　
　　締め切り１２月８日（情報システム課）
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12/6（月） 7（火） 8（水） 9（木） 10（金）11（土）12（日）
 芸術の秋

第 23回　町　展

わが町わが故郷

氏神様の秋祭り
ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

求人情報

13（月） 14（火） 15 （水） 16（木） 17（金）18（土）19（日）
文化講演会

「町制施行の頃の下市」
江戸時代末期～明治時代末期

町議会定例会
一　般　質　問

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

20（月） 21（火） 22（水） 23（木） 24（金）25（土）26（日）
吉野三町共同番組

ＣＡＴＶネットワーク 11 月号
～お隣の町のちょっと気になる出来事～

町議会定例会
議　会　審　議

みんなの学園通信
12月号

11 月の学校行事を紹介します

27（月） 28（火）
 

29（水）30（木）31（金）
南和医療シンポジュウム

「地域医療の現実と課題」
「南和の医療は南和で守る」

年末特番
おめでとう赤ちゃん
平成 21年 4月生まれ～平成 22年 3月生まれ

1/1（土） 2（日） 3（月） 4（火） 　
新春特番　テレビで見る 2010 年

　のうご
き

平成22年12月6日〜平成23年１月６日

放
送
時
間

昼 12：30 から
夕 18：30 から
夜 21：00 から

翌朝   6：30 から

　　　　平成22年9月30日現在

人　口　6.966人（－6）

　男　　3,319人（－6）

　女　　3,647人（±0）

世帯数　2,665世帯（＋1）

　　　　　（　　）内は前月比

出生 0人 死亡 11人

転入 16人 転出 11人

　
No.559

2010　
 Ｄ
ecember

Tel 0747－
52－

0001　
Fax 0747－

54－
2540 

http://w
w
w
.tow

n.shim
oichi.nara.jp 

E-m
ail sic@

tow
n.shim

oichi.nara.jp 
12

平
成
22年

 

発
 行
　
下
市
町
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 
〒
638－

8510 
奈
良
県
吉
野
郡
下
市
町
下
市
1960番

地
 

※都合により、番組内容・放送時間を変更する場合があります。ご了承ください。

広告を載せませんか 町の広報紙・ホームページ・テレビに有料広告を募集しています。

年末年始は特別番組盛りだくさん！
　年末は「おめでとう赤ちゃん」の総集編をお送りします。
　また、お正月は家族みんなでコタツに入って、「テレビで見
る 2010 年」（昨年放送したニュースや話題総集編）で、「あ
んなこともあった！こんなこともあったなぁ～」と 2010 年
を振り返ってください。

町長新年の挨拶
１月・２月 ３月・４月 ５月・６月 ７月・８月 ９月・10 月 11 月・12 月

5（水） 6（木）

2010

2011

天皇誕生日


